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近代
の漢学者
・長
尾雨山
(
-八
六四
ー一
九四
二）は
、
足
かけ十
二年にわたる上
海滞在中、
多
くの中
国文人と交流し
た。
とりわけ
中国最後の文人と称せられ
る呉昌
碩
(-
八四
四ー
一 九
二
七）
と
の交誼は親密で、
雨山
に大き
な影轡を与
えた。
筆者
は、
拙稿
「呉昌
碩
と長
尾雨山」（
二0
0
七初
出／拙
著「呉
昌碩
研究
」・
ニ0
0
九
・
研文出
版
所収
）で
、
呉昌
碩
と雨山の本格的
交友開始の時期を考証し、
二人
がやりとり
した詩文
書画資
料を当時において可能な
限り紹介すること
により、
二人
の交流の実態
を明
らかにした。
本稿では、
新たに発掘した資料、
および
前
稿でその存在
のみを紹介
した詩文等を
読み
込むことにより、
雨山が呉
昌
碩と
交流したことで得た意義を考察したい
。こ
のことによ
はじめに
長尾雨
山と
呉昌碩
り、
近代
日中文化人交流における
重要
な一
断面
に
照明を当
てることができ
るだろう
。
一、
長尾
雨山
の略歴
長尾雨山
は、
通称を
槙太郎、
名を甲、
字を子生
といい、
雨山
、
石隠、
元悶
と号し
た。
その居を何遠楼、
卿聖堂、
漠
塘斎とい
う。
讃岐高松
の人。
東京
大学古
典講習
科を卒業後、
(1) 
学習院
教師、
東 京 美
術学校講師、
第五
高等学校教授、
東京
高等師範学校教授など
を歴任、
いわゆる教科書疑獄事
件に
(2) 
まきこ
まれ、
無実の罪で
東京高師を辞職、
上
海の商務印書
館に勤務し、
呉
昌碩らと交
わり、
河井茎鷹
と共
に西冷印社
同人にもな
った
。
上
海在住足かけ十
二年で帰
国し、
京都に
寄寓、
平安書道
会副会長など
をつとめ、
在野
の学究
として
尊敬を集
めた。
松村茂樹
(40) 
長尾雨山
は、
一
九0三年十二月、
上海に移住し、
愛而近
（エ
ル
ジン
）路
（現
；
安慶路）
二号に住む。
この当時、
呉
昌碩は蘇州に住んでおり、
上海には公務およ
び売
画のため、
時おり出て来るだけであった。
雨山
は、
商務印書館で教科書編纂の仕事に携
わ
りつつ、
上海の文人たちと交流した。
一九
0五
年には、
会稽の金
石
（生卒年未詳
）と知り合い、
その縁で同年
の中秋
（旧暦
八
月）に陽湖の劉
柄照
(-
八四
七
ー一
九一
七）と交誼を結ん
(3) 
で、
共に詩会を開
くようになる。
劉柄照
『
復丁老
人詩記』
(-九
0八
・
私刊本
•
関西大
学
図書館内藤
文庫蔵）に、
一
九0
五年の詩として、
東海詩
人接席初、
双清別
壁集箸裾。
聯吟三
過聴芝館、
読画重
尋亦愛鷹゜
〔日
本の詩人と席を接するのは初めてで、
双清別
壁には
貴人が
集う。
聯旬する
こと三
たびの
聴芝館
（注淵若
） 、
画を読ん
で重
ね
て考究する亦愛直
（朱念陶
） 。
〕
が見
え、
これに、
日本詩人長尾
語
（雨）山、
首創詩社子
徐氏
双清別壁゜
継之者聴芝
館主人注淵
若。
亦愛
直主
人朱念陶、
敲詩読画、
二、
呉昌碩と
の出会い
為海上別開生面。
〔日本
詩人の長尾語
（雨の誤り）山は、
はじ
めて詩社を
徐氏
双清別堅
（徐園）に創設した。
これを継いだのが聴
芝館主人注淵若
（洵）である。
亦愛
鷹主
人朱念陶
（銀）
は、
詩を考
え
画を読んで、
上海に新生面を開いた。〕
という注
が付
せ
られている。
この詩会 、
劉柄照
と同郷の注洵
(-
八四
六
ー一
九一
五）による聴
芝詩社、
劉姻照門
下の朱銀
(-
八六八ー？）
による亦愛鷹読画雅集、
そして雨山による徐園集からなり、
(4) 
これらが持ち回りで開催されていた。
これらの詩会は、
単に詩を作るのみならず、
書画をよく
する狂洵
や朱銀が主
要
メンバー
で
あったこともあり、
いわ
ば文墨
の雅会と
なっていた。
また、
注洵は、
光緒中葉から
上海に設
けら
れていた海上
題襟館金
石書画会
の会長をつと
めており、
その副会長であっ
た呉昌碩
が加
わ
ることになる
のも必然であった。
劉柄
照が自らの知
己を詠
じ
た詩を集め、
一九
0五
年に
刊
行した「感
知集」
（涛硲劉氏付
刊
•
関西
大学
図書館内藤文
庫蔵）には、
呉昌碩
を詠
じた
「安吉
呉倉
碩大令俊卿」詩も
見える
。
苦鉄善慕印、
鈍刀
鍋頑石。
画学陳章侯、
詩宗李太白。
(41) 
i咸知
集
沿ふ
ぇt
靖
ん
＂
ふなん
：晟
位
固
闘
感
井 共o
闘
集
氏 已
村 良
11 月
一官謁淋南、
三載笑言隔゜
〔苦鉄
（呉昌碩の別号
）は築刻をよくし、
鈍刀
で頑石に
刻す。
画は陳章侯
（洪綬）を学
び、
詩は李太白
（白）を
宗とする。
一官を得て泡南
（上
海北部
）に旅居し、
三年
笑顔と言葉を抑制している。〕築刻をよくし、
詩画にす
ぐれ
ながら、
不本意な役人生活
をしてい
る呉
昌碩を簡潔
に描いている。
また、
『感知集』
の封面は、
呉昌
碩の次女
・呉
丹姐
（次柵）の手になり、
こ
の詩集が刊行さ
れた一九0
五年までに、
劉姻照
と呉昌碩
は
親交を有していたことが
わかる。
そして、
前述
のように、
雨山は同
年の中秋に劉姻照と交誼を結んでおり、「感知集」
の題答を書き、
題詞
も寄
せ
ている。
よって、
この頃には、
（図
1)
劉柄照
『感
知集』
（光緒
三十
一年
関西大
学
図書館内藤文庫蔵
）
（一九
0五
）
刊／
劉柄照
を通し
て、
呉
昌碩と知り合っていたと
思われ
る。
劉柄
照の詩集
である「無
長物斎詩存」
(-
九
0八
・私
刊
本•
関西大学図書館内
藤文庫蔵）
に、
一九0
五年の仲冬
（旧暦十一月）
既望
に作られた「仲冬既
望、
亦愛鷹読画雅集、
即席賦贈念陶、
並索同坐
雨山、
淵若、
石香、
雙伯、
小
蓮、
拘卿諸子和」詩
（四首）が見
える
。
その第一首を引いてお
く（
〈
〉
は割注、
以下
同）
。
読画招
新侶、
駆車向澗阿
。
七賢
良宴会
、
二客病
頭陀
〈呉倉碩
、
陸廉夫因病未与斯会
、
両君
年諭六
十、
均未留
鑽、
故云〉。
邸堅
胸中具、
煙雲眼底過。
憐予
衰更甚
、
対
酒不成歌。
〔画を
読むのに新しい仲間を招いており、
車を駆って高
士の
集まるとこ
ろ
に向かう。
七賢は宴会を楽しみ、
二客
は托鉢に病む
〈呉倉碩
（昌碩
）、陸
廉夫は
病のためこの
会に参加し
ておらず、
両
君は六十歳を越
えて
いるが、
均
しく鑽を蓄
え
ていないので、
このようにいう
〉。
画境は
胸に残っており、
筆勢は眼に浮か
ぶ
ようだ。
憐れ私は衰
える
こと更に甚だしく、
酒を前にしても歌を成さない。〕
劉柄
照は、
画にすぐれた呉昌碩お
よび
陸廉夫
(-
八五
一
ー一
九二0)
に会うのが楽しみであったようだが
欠席と
知り、
大いに落胆している。
この時
（前述の朱
鋸による亦
(42) 
愛國
読
画雅集の初
回）
、
雨山は出
席しており、
呉昌碩は
欠
席であったが、
同じ劉柄
照の知友として、
会う機
会 は 少
な
からず
と思われる。
＿―-、
書法と遺民
ただ
、
前述
のように、
当時、
呉昌碩
は蘇州に
住んでおり、
上 海
には時おり出て来
るだけ
であったので、
雨山
との親密
な交際は、
呉昌碩
が上
海に
移住
し、
雨山
の隣
人に
なってか
らであった。
筆者
はすでに、
前掲
の
拙稿「呉昌碩
と長尾雨山
」で
、
一
九―
一
年夏
、
呉昌
碩が上
海に
移住
し、
一九
―
二年に
愛而
近
路均
益里
第五弄
、
つま
り雨山
の近隣
に引っ越してきたこと
により、
両者の
緊密な交
際が
始ま
ったと思わ
れることを考
証した。
呉昌碩は、
隣人となった雨山を、
一九
―二
年、
自らの
パ
トロ
ン
で
ある周夢波
が主宰
する
消寒雅
集
（
消寒集）
、
激浜
吟社
（
泄社
）に参
加
させる。
これ
らの詩会は、
辛亥革
命を
きっかけ
に、
いわば
遺民とし
て 上
海に
隠棲す
る人
々
による
もので、
呉昌碩は、
その長老的
存在であった。
前述
のよう
に、
雨山は、
劉姻照
らと共に、
詩社
活動をしていたので、
これは
周夢城
系詩社
と劉柄
照系詩社の
合 同
ということに
(5) 
もなった。
また、
呉昌碩は、
雨山を自らが社
長をつとめる
印学
研究
団体である
杭州の西
治
印社
同人に
迎えている。
西冷
印社は、
清の
丁
敬を首
とする浙
派を再興
するため、
その子孫である
丁仁らが設立した印学
団体であるが、
呉昌碩
が参画し、
さ
らには社長にな
ったことで、
文人
趣味の色あ
いを強めてい
た。
そういった中で、
築刻家ではない雨山
の加
入は、
この
方向性
をより強めたといえる。
さらに、
一九
―
二年夏、
呉昌碩は、
雨山
に自蔵の「
長
生
未央塙拓
本」
を贈
り、「
長
生未
央埠拓
本為
長
尾」
詩（
「缶鷹
詩』
巻
五、「缶鷹
集」
巻二
所収
）を作っている。
漠塙光螢螢
、
紅癖誰
刷繍゜
況寵吉
翔字、
復宝鹿蝋
旧。
君友
同君奇、
持贈不自富
。
長生
未央
文、
密意頌好寿
〈二字見覚銘〉。
缶嵐道亦在、
残甍
抱 左
右。
永寧拓
双行
、
廿字類史描゜
赤烏
認八分、
波礫
謝古茂
゜
竪硯誓
学書、
有得徒自謬゜
君詩推
長城、
君字重
列宿゜
以薄顔虚室、
人詩両
勁痩゜
(43) 
模索
しま
た模索すれば
、遠
くから
の風が海に生
じるは
ず。
摩撃復摩撃
、
長風生海
寅゜
酔眼看乾坤
、
不似古時候。
〔漢
壊に
光を放
つ、
紅苔を
誰が削ろうか。
ましてや
吉祥
の字があり
、さ
らに
は拓が
旧いの
もい
い。
君の
友は君と同じく
奇特
で
、
手ず
か
ら贈り
自らを
富
ま
せな
い。
長生未央
の文は
、
親密な
る情
意で長
寿
をたたえ
る
〈こ
の二
字は鏡
銘に見え
る〉。
わが
缶鷹
の道も
また
ここ
にあり
、残
甍を左右に抱え
て
いる
。
漢の
永寧
の塙の拓は
二行で
、そ
こ
にある
「廿」
字は描
文に類す
る。
呉の
赤
烏の
薄は八
分で
、
その
波傑
は古
茂である
。
これ
を繋
って
硯にし
て学
書を誓う
が
、
いた
ずら
に自己
流になりが
ちだ。
君の
詩は長
城をも推
すほどで
、
君の
字は
星座を
重ねた
かの
よう
。
埠の拓
本を簡素な部屋
に掛け
れば
、
人も詩も共に勁
痩
とな
ろう。
酔った
眼で天
地を
見れば
、
（図
2)
ーニ
）
古の
時と
は異
なるよ
う
だ。〕
呉昌碩与長尾雨山
「長生未央壌拓本」
夏／
「墨美』
（壬
子
（一九
第十吾
方より
）
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呉昌碩
は
、
古文学派
の学
者と
して
、
また
、築
刻家と
して
、
陸心源
『千甍亭古埠図釈」
などにより
、古
壊を学び
、
また
、
自らも蔵し
てい
た
。
そん
な自ら
の蔵品
のうち
、漢
の
「長生
未央壊拓本」
を雨山に贈
った
ので
ある。
また
、詩
中で
、
自
蔵の
「漢
の永
寧の壊
」
「呉
の赤
烏の
塘」
につ
いての
考証も
記し
て
いる
。
これは
、雨
山に不
足す
る
「勁痩」
を身
に
つけ
させ
ようとする配
慮である
。
呉昌碩は
、
詩中
で
、
雨山
の詩
を「
長城
をも
推す
ほど
」
とし
、字
は
「星
座を重ね
たかのよ
う」
と絶賛し
ている
が
、日
本人
である
がゆえ
の
「古意」
と
「質撲」
に基づ
く
「勁痩」
が不足し
ている
こと
を見
抜いて
いた
。
よって
、そ
れを身に
つけ
てい
る自ら
が
、
「長生未央
壊拓本」
を贈る
ことで
、雨
山にも
身に
つけ
させよ
うと
して
いるので
ある。
ただ
し
、詩
の
最後
で
、今
や古
の時
代ではな
(44) 
く、
そんな中、
古埠を学んでいる自分も、
また、
雨山にそ
れを伝えようとする
行為も、
もはや守
旧的
なことでしかな
いと歎くのである。
その二年後の一九
一四年の閏
五
月、
呉 昌 碩は、
雨山
の帰
国にあ
たり、「
墨梅
図」（
長尾
正和
、
鶴田
武良
『呉
昌碩」
．
一 九
七六
・講談社
所収
）を
与え、
詩を
題した。
蒸身
映天
水 奔
赴、
天 上
尾星欲
東渡。
渥涜
結隣坐
三載
、
数典談
詩時却歩。
羨君
風格斉晋
唐、
書法
逍勁
張鍾王
。
意造
不学
東披狂、
奇石
蒼寒索
我
画
。
補其
虚壁
状其
介、
未許
抱笏顛翁拝
。
顛翁不拝
石点頭、
蔵古満屋書満
楼
゜
側身似欲随校讐、
乾坤瀕洞変益
大。
有 国
可帰真可
賀、
嵯我茅屋西
風破
。
贈無長物詩難成、
佐以
画梅君性
情。
君無憶我君
且
行、
老眼只粉天
下平。
長尾
先生
帰国有日癸。
写 此
持贈、
即乞両正。
甲寅閏
五 月
幾望、
安吉呉
昌 碩、
時 年
七十有
一。
〔王維
が阿
倍仲麻呂
の帰
国を詠じたように大
海亀は天に
映じて
水
は目
的
地へ
と急ぎ流れ、
天 上
の尾
星のよ
うな長
尾君は東のかた日本に帰
ろうとしている。
上 海
で隣
人となっていつとは
なしに
三
年になり、
典故
をあげ詩を
談じて
は時にあとずさりしたものだ。
うらや
ましいこと
にあな
た
の風格は
晋唐の
人のようで、
書法
の
力強さは
鍾絲
・王
義之よりも壮んである。
意の
ま
まに作るが蘇
東披
の狂態
は学ばず、
奇石
の蒼寒
なるさまを私に
画くよう
求める。
それを壁に掛けてその敢
介 を
あら
わし、
礼服を着た
米
苦が
拝すことなど
許しはしない。
米苦が拝さな
ければ
石はう
なずき、
古物を蔵して家に
満ち書物は楼に満
つ。
二人
して校勘に従事
していたいのだが、
天地は
混沌と
して
変乱
はま
す
ます激しい。
帰る
国があることは
まことに
慶賀
すべ
きで、
嘆かわし
くも我が茅屋は西風に吹き
破られている。
餞別を贈
ろうにも
良いものがなく
詩もなかなかできな
いので、
補いのため
画梅を贈
るのはあ
なた
の性情に
ふさ
わし からだ。
あなた
は私のことなど心配せずさあ
行きなさ
い、
老い
ぼれた私
はただ
天下の
平らぐのを
望むのみだ。
長尾
先生の
帰国が間もな
くとなった。
これを画いて
手づから贈り、
詩画の斧正を乞う。
甲寅
(-
九一四
）
(45) 
詩中に、「上
海で
隣人となっていつとは
なしに
三
年にな
り」とある
ことから、
呉昌碩
が愛
而近
路に
移っ
て来たのは
一九
―
二年であることが窺える。
呉昌碩は雨山の詩
オに
敬
意を表し、
書法
を
ほめる。
ただし、
雨山の書
法は、
ほとん
どの
日
本人がそう
であ
るように、
王義之書
法であり、
呉昌
碩の正鋒に基づく金
石の書
法で
はない。
それでも、
呉昌碩
は、
雨山の
整然としてき
まじめとも言える
害法
を、
蘇東波
の 「
狂態」
や
米苦
の奇行
を否定してまでも称 のである。
そし
て呉
昌碩は、
詩の
後
半で世の
変乱
を
嘆き、
雨山が
「帰
る
国
がある
ことは
まことに
慶賀
すべき
」
と、
自らが
国
を無くした遺
民であ
ることを表明している。
その後、
雨山
は、
帰 国
前に
中国をめぐ
る大旅
行に
出かけ
、
一九
一四年
の
冬、
帰 国
の
直前、
前出
の陸廉夫
が「
海浜話別
詩画
巻」（
京都
国立
博物
館蔵
）を
画いて与
え、
これに呉
昌
碩が
築書で
題を書き、
旧友
の鄭孝宵
(-
八六
0
|―
九
三
八）
および
呉昌碩が
跛詩を書
いている
（後
に李瑞清
(-
八
六 七
ー一 九
二0
)も跛
を書いている）
。
この
呉昌碩跛
詩を
見よう。
且歌
東波展、
言開北
海尊。
道心存瓦甍、
滸跡績昆令
。
秋 水
新
詩暁、
愴涙古
月痕
゜
帰奥
我羨汝
、
軟蕩仰
天 門。
甲寅
冬仲
雨山
先生
東帰、
詩以言別。
教我為
幸
。
呉昌碩゜
〔しばし蘇東波のように
展を
はいての旅を休められよ、
ここに
孔
北海
のように知
己をもて
なす
酒樽
を開けよう。
あな
たの心は
私が贈
った
長
生未
央噂
にあり
、
その滸跡
は西のか
た昆命
までをも彩られた。
秋の
出
水 は 詩
塊
を新た
にし、
浪る愴
海は
月影を
古にす
る。
四、
共通す
る思い
(46) 
詩中に見える「道
心存
瓦甍」
は、
「
荘子』
「知北
遊
篇」
に
見える、
瓦甍のようなものに
も道がそなわるという一
節に
基づいているが、
ここで
は、
自らの心が
瓦甍つまり古薄に
輝 沿 1g i, m愚 さあ帰りなさい
私はあ
なたが羨ましく、
ほし
い
まま
に
宮門
を仰
ぐ
。
甲寅
(
- 九
一四
）
冬仲
（
旧暦十
一月）
雨山
先生が東
に帰るので、
詩でもって別れを言う。
お教え願えれば幸いである。
呉昌碩。
〕
（図
4)
「海浜話別詩画巻」
呉昌碩題
および跛
（京都国立博
物館蔵
（長
尾コ
レク
シ
ョン
）
／
I中国近代
絵画と
日本』
より
）
あること、
そして、
その古埠
つ
まり「
長生
未央
埠」
を雨山
に贈
ったこと、
すなわち雨山
との親密な交誼
が始ま
ったこ
とを述べ
、「
滸跡
は西のかた
昆令
まで」
と、
雨山
の帰
国前
の大旅
行
を述べて、
雨山
との出会いと別れ
までを言う。
そ
して末
尾でま
た
帰る
国があ
る雨山
を羨ま
しいとし、
「ほ
し
いま
まに宮門を仰ぐ」
と述べて
清朝遺民
である
ことを表明
する。
もとより、
こうい
った表明は、
雨山
が真の知
己なれ
ばこそであ
ろう。
雨山
の帰
国後、
二人
は手紙で詩書のやりとりをし、
雨山
が主宰
する寿蘇会など
には、
呉昌碩は書
画を送っている。
雨山
は、
呉昌碩を日
本に
紹介
すべく
、
高島屋美術
部で呉昌
碩の展覧会を本格的
な個展
限っても計
三回
開き、
それら
の図
録に序
を寄せている
（雨
山
と寿蘇会
を共
に主宰
した富
岡謙蔵
(
-八
七―
―-
|―
九
一八
）の
父
・富岡鉄斎
(-
八
二 七
ー一 九
二四
）
の京都市美術工芸学校
での教え子で
ある
谷
上
(6) 
隆 介
が高島屋美術
部の部
長をしてい
た）
。
これら
図
録の序は、
呉昌碩の人と芸術の本質を
余すところなく描いており、
呉
昌碩理解の
ための最もすぐれた文
献となっている。
まず、
一九
二二
年に開催された
「呉昌碩書
画新作展」
の
図録
・谷
上隆
介編
輯兼
発
行
「缶
翁墨戯
」
(-
九ニ
ニ・高島
屋呉
服店美術部）の序の冒頭で、
雨山は呉昌碩を、
(47) 
缶崖
先生者
、
清季高士
也。
〔缶崖
（
呉昌碩 ）
先生は
、
清末の高士である。
〕
として、
呉昌碩を清の人とし、
遺民
であることを
まず
謳
っ
ている。
そして、
辛壬以来、
屏跡
海隅、
寄興幽深、
敢 介
忠憤、
情形乎
辞、
如 読
宋
遺民詩。
有客
語及
時事
、
轍云我大聾也、
黙不復答、
人 悲
其志失。
〔辛壬
(-
九―
―‘
―二
年）以来
、海浜
（上
海）
に隠
棲
し、
情趣
を奥
深いとこ
ろに寄せ
、
敢 介
の
思いや忠義から
の憤
りが、
言葉
となって表れて、
宋の遺
民 詩 を 読
んでい
るか よう
であった。
客が社会情
勢に
話し及んでも、
す
ぐ私は大聾であると言
い、
黙して再び答えず、
人はその
志をせつな
く思ったもの
だ。
〕
(7) 
と述べ、
呉昌碩の所謂
「
胸中
不平
の気」
を
代弁しており、
知己
たる雨山の呉
昌碩
への深い理解が示されている。
これに続く、
一九
二
六 年
開催の「呉昌碩
先生
新作書
画展
覧」
の図
録・
堀喜二
編輯兼
発
行
『缶
麿近墨
」
(-
九二
六
・
高島屋
呉
服店美術部）の序でも、
国変以後、
唯書甲子、
人以
比陶彰沢
。
其志趣度越於流
俗゜
〔辛亥の
国変以後、
国号を書かずに
千支だけを記し、
人
は陶彰沢
（
淵明
）に
なぞ
らえた。
その心馳せは世俗を超
越している。
〕
と記し、
遺民
であること
が呉昌碩の
高潔につな
がっ
ている
という。
そして、
一九
二八年、
呉昌碩歿後に開催された「呉昌碩
遺墨展」
の図
録・
堀喜二
編輯兼
発
行
「缶
麿遺墨
集』
(-
九
ニ八
・
高島屋
呉
服店美術部）
の序では、
呉昌碩との
名残の
語ら
いを述べる。顧甲寅
歳、
予与
先生
話別激浜
。
先生懐送別
詩来、
執予
手云、
君遠去突、
僕既
老癸、
恐不可再見癸、
言未畢而
双
涙並下。
予亦
掩面戯欲
。
後毎
雁魚往
来、
轍約重
昭
、
今也
則亡、
榔筆
翻然゜
〔思い
返せば
甲寅
の年
(-
九一四
）
、
私は
先生と漱浜
（上
海）
で名残
の語
らいをした
。
先生は送
別の詩
を懐
に
して来て、
私の手を執り、「君は遠く去
ってし
まうが、
私はす
でに
老い
ており、
恐らく
は再び会え
はし
ま
い」と
、
言い
終
わらぬう
ちに両の眼から涙
が流れた。
私も
また
顔
を覆
ってす
すり泣いた
。
その後、
手紙のやりとり
があり、
再会を約していたが、
今やその機会
は失われ、
筆を
榔
っ
て胸ふさ
いでいる。
〕
つま
り、
これら
三つの序には、
遺民たるが
ゆえに、
「
胸
(48) 
中不平の気」
を有する
呉昌碩と、
雨山自身の深い心のつな
がりが、
切実た
る筆
致で描
かれている。
この呉昌碩
とのつ
ながり
の根底には、
雨山自身が有する
「胸
中不平の気」
が
あったのであろう。
雨山
の「
胸中不平の気」と
は、
無実の
罪で東京高師を辞職し、
上
海に
流寓するという不本意から
発せられている。
雨山
の「
胸中不平の気」
を如実に表した
詩に「
五十
自嘲
」
詩（
長尾尚正
編輯兼
発
行
「元
悶室手沢
」・ 一 九
四ニ
・私
刊
(8) 
本所
収）
がある。
読書
畏誉如畏毀、
寧甘嵯詑勝
柾己
。
汗漫江湖
敢自豪、
異郷
薙鑢聯
復美。
乞食
行歌白日莫、
散髪酔倒睡呉市
。
故歩踊躙
起又顛
、
傍人指笑未知恥゜
妻児
引裏掩
面走、
似怨葉帳冷
故里。
計疎空
悔不学稼、
三
径就荒
瀬
復理。
流 年
半百
一無
為、
人嘲
来日亦復邪
゜
笑壼貯
詩無補世、
白頭猶与
餓寒俺
゜
昨非今是
任人算、
得失寸心独自侍
。
愛生
只好学瓦全、
抱朴不須借
青紫。
五十
自嘲
、
癸丑菊
月十
八日、
家人作予
生
日、
酔後書
此。
雨山長尾
甲、
時客
申江゜
〔学問
をして誉
められるのを畏れること毀られるのを畏
れるようにし、
むし
ろ不遇
に
甘んじて
己の
道を柾げる
こ
とに
勝
つほ
う
がいい。
江湖
に放浪するのをあえ
て誇りとし、
異郷
で故郷を思
うのもとりあ
えずはまたいいものだ。
伍子宵のように乞食し
行歌して日が暮れ、
散らし髪で
酔って
倒れ呉市に睡る。
もとの
歩みでよ
ろめいて起
きては
また倒れ、
傍らの人
は指さして笑うが恥
を知らない。
妻や子供は家
に引き入れ顔を覆
って立ち去り、
家族を
顧ないことを恨んでいる
ようだ。
処世に疎くいたずらに
農耕
を学ばなかったことを悔や
み、
陶淵明
のいう
三径
が荒れていよ
うと
整えるのも
憶い。
五十
歳に
なっても一
っ
として成し遂げたものがなく、
人はこれから
もこんなものだと嘲
る。
どう
して書きためた
詩を世に
問い
た
くない
ことがあろ
う、
だが白髪
頭になってもなお飢えと
寒さ
が寄り添
って
いる。
陶淵明のいうように
官を辞した
方 が
よか
ったかど
うか
は人の見
方に
任せるが、
杜甫のい
うように作
品に
込める
甘苦
得失は
ひとえに自らが負うものだ。
(49) 
雨山は帰
国後、
書画
を繋
いで
生
計を立てたが、
会心の作
でなければ呉昌碩か
ら与えられた刻印
を用い
なか
ったとい
むす
びにかえて
生を惜
しんで
体面
をか
まわず生
き延
びる
すべを
学ばざ
るを得ないが、
素志
を貫
いて顕責
に
頼
るよ
う
なことはな
、。し
五十
の自
嘲、
癸丑
(
-九
一三
）
菊 月
（
旧暦九月
）
十八
日、
家人
が私の誕
生
祝をしてくれ、
酔っ
た後に
これ
を書い
た
。
雨山
長尾
甲、
時に
申
江（
上
海
）
に客
居している。
〕
（図
5)
長尾雨山
「五
十自嘲」
詩
（『
元悶室手沢
l
より）
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この雨山の自
嘲の源泉となっている
「胸
中不平
の気
」は
、
あるべ
き官
をなくした
ところから来ている。
これは不遇の
上に、
あるべき
国ま
でな
くした呉昌碩の思いと通じるとこ
ろがあったのであろう。
I - . I 
(9) 
う。
ここに
紹介する「
老梅
図」（
筆者
自蔵
）
にも呉昌碩の
刻印
（「長
尾甲
」
白文
印
・ 「
石隠
」
朱文
印
・
「雨山居士」
朱
文印
）
が捺されており、
会心
の作であること
がわかる。
こ
の 題
詩を読
んでみる。
千尺
寒嶺古渭陸
、
老梅臨
水 一
枝垂゜
山中
無客問
消息、
開落従来祗自知。
〔千
尺もあろうかと
いう寒
々とし
た山
の峰
が古渭
という
辺境
の地にそびえ
ており、
そこ
に老
梅が
水 に
面して一
っ枝
を垂
らしている。
山の
中にはこ
の老梅
のことを聞きに来
る人など
おらず、
花の開落はこ
れま
で
ずっと
ただ
老梅
自身
が知
っているだ
けな
のだ。
〕
（図6)
長尾雨山
「老梅図」
（筆者自蔵）
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〗:、
雨山は、
自らを、
辺境
にあって誰
に知
られることもなく
花を咲かせ、
散らしている
老梅
に
喩えている。
これこそ
が、
帰 国
後の雨山の自照であったのだろう。
(50) 
そし
て、
こ
の自
照に呉
昌碩か
ら与え
られ
た印を捺
し、
呉
昌碩
と通
い合
う思
い
を共
有し
たの
である
。
注
(1)
長尾雨山
『中国書画話」
(-九
六五
・
筑摩書房）
「著者略
歴」
明治
二二
年
(-
八八
九）
の項に
「東京美術学校教授兼務」
と
あるが
、
東京芸術大学総
合アーカイ
ブセ
ンター
の吉
田千鶴子
氏によると
、
今で
いう
非常勤講師
の立場で
あった
との
ことで
、
ここ
では
「講師」
としてお
いた
。
(2)
長尾雨山
と教
科書疑獄事件
に
つい
ては
、
樽本照雄
「清末小
説閑談」
(-九
八三
・法
律文化社）
、
同
「初期商務印書館研究
増補版』
（二0
0四
•
清末小説研
究会）参照。
(3)
劉柄照
「復丁老人詩記」
(-九
0八
・
私刊本）
による
。
長尾
雨山
の上
海にお
ける詩
社創
設お
よび
詩
会参加
に
つい
ては
、
筆
者に
よる
口頭発表
「長尾雨
山が上海
で参
加し
た詩会に
つい
て」
（二
0一
三
、
一0
、三
・日
本中国学
会第六五
回大会
・秋
田大学）、
および
同発表を
まとめ
た論文
「長尾雨山
が上海で
参加
した
詩会
に
つい
て
l(
『日本
中国学会報』
第六十六集
・ニ
0一
四
掲載決定済）
で論じた。
(4)
劉姻照
「無長物斎詩存』
(-
九0八
・
私刊本）
による
。
(5)
この
ことに
関し、
長尾雨山
の胸中に大
いな
る葛
藤があ
った
こと
を、
前出
の
口頭発表
「長尾雨
山が上海
で参
加し
た詩会に
つい
て
」
で論じた。
(6)
長尾雨山
が高
島屋
での
呉昌碩展覧
会に果た
し
た貢
献に
つい
ては
、
拙稿
「呉昌碩と高
島屋」
（二
00五
初出／拙著
「呉昌
碩研究」
・ニ
00九
・
研文出版
所収）
で論
じている
。
(7)
呉昌碩同郷
の詩
友であ
る施浴
升は、
呉昌碩
の詩
集
『缶厖詩」
序文
の中で
、
一吾友呉
子倉碩
、
性孤蛸
、
有オ未遇、
以簿尉待
次呉下
。
其胸中鬱勃
不平之気
、
一皆
発之於詩
。
〔わが友の呉
昌碩は、
生まれ
つ
き心が厳し
く世
俗と合わな
いの
で、
オ能が
あるの
に不遇
で、
下級役人を
しなが
ら蘇州
で正
当な官に選
任
されるのを
待って
いる
。
その
胸中
に鬱
積した不
平
の気は、
ひ
とえに
みな詩にあらわれ出て
いる
。〕」
と述
べ
ている
。
(8)
この
詩
につい
て
は、
杉村邦彦
「上海時代
の長
尾雨山
の翰
墨
生活
一斑
五ー十自嘲詩と
播存臨鄭文公下碑跛
」（
書学書道
史学会編
「書学書道史論叢／
2011
J・ニ
0―
-
．萱
原書房
所
収）
に取
り上げ
られて
いる
。
(9)
松丸東
魚編輯
「呉
昌碩印譜第
二集
』
(-九
五六
・白
紅社）
所
収「
解説」
に、
「（
長尾雨山）
先生
は呉
翁の
刻
印を非
常に大
切
にされ
、
会心
の作で
なけ
れば
これ
を用ゐられ
なか
っ
たさうで
、
又、
使用
後は真
綿
の如きも
ので町
摩に
これ
を拭
つて
おかれた
とも
聞い
て居る」
とある。
なお
この
「解説」
は、
松丸東魚著
・
松丸啓子編
『東魚文集」
(-
九
七七
•
松丸道雄）
に再録さ
れて
いる
。
本稿
は、
平成
二三
年
度科学
研究費補助金
（基盤
研究
(C)）
「呉昌
碩と
日本
人士」
（研
究代表者
松村茂樹
課題番号
235
2018 
o)
による
研
究成
果の
一
部である
。
(51) 
